


薬剤師として、力強く生きてゆく。

研究者として、医療従事者として、

薬物治療の新時代を拓く。

たくさんの人々の健康、幸福を支えてゆく。

神戸薬科大学での日々の先には、

薬学を学ぶ人、一人ひとりの理想の未来がある。

知識を高め、自らを知り、夢や希望を見つけ、

そして叶えてゆく。

神戸薬科大学で学ぶことは、

理想の自分になること。

薬学
で、理
 想の
自分
。

（右） 5年 平光 想さん 大阪府立和泉高校出身
（左） 4年 池田 徳さん 福井県立金津高校出身
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私たちが成長できる理由。

神薬の学び

6年間の学び

次世代を担う薬のプロフェッショナルを
育成するために。

卒業生に聞きました。（研究・開発職）

神薬のつながり

神薬の研究

私の研究活動

神薬の研究はココがスゴイ！

Laboratory

卒業生に聞きました。（病院薬剤師）

学生に寄り添うサポートの拠点
学生支援課

夢のカタチは三者三様。
多様な未来を拓く神薬の内定者たち。

それぞれのフィールドで活躍する卒業生たち。

Campus Life
ゆらりふらり 神薬散歩

SHINYAKU FACILITIES

地域に貢献できる薬剤師の育成を目指して。

都道府県別在学生出身高校一覧

OPEN CAMPUS／進学相談会

理念・教育目標・学長メッセージ
撮影のウラ側！
ラジオで聞けちゃいます

もっ
と！page 46

※掲載学年は2025年度の学年です。
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全国平均を大きく上回る
「国家試験合格率」。

チューター制度で模試の成績が と
上がった学生も！

ぐんっ

125点 11
1点u

p!
236点

2025年9月模試

満点345点

合格目安225点以上 2026年1月模試

　2026年の3月に発表された
第111回薬剤師国家試験の合
格率は84.7％（新卒）と全国平
均（68.5%）を大きく上回りまし
た。国家試験に強いことが神戸
薬科大学の大きな特長のひと
つです。

「薬学」に特化した単科大学で意欲的に学ぶ。

住みやすく通いやすい、
神戸の街が学生生活の舞台。

2032年に創立100周年を迎える
歴史が成す信頼と実績。

専
任
教
員
に
よ
る

オ
リ
ジ
ナ
ル

入
学
前
ス
ク
ー
リ
ン
グ
。

思
考
力
や
課
題
解
決
力
を
育
み
、

「
薬
の
プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
」へ
。

神
戸
大
学
を
は
じ
め
と
し
た
、

他
大
学
と
連
携
し
た
学
習
の
場
。

一人ひとりの学習を支える
「チューター制度」。

学
生
一
人
ひ
と
り
に
、

丁
寧
に
寄
り
添
う
就
職
支
援
。

最終学年の6年次生を対象に、教員による「チューター制度」を設けており、
国家試験受験までの間、学習状況を把握しながら勉強面・精神面から支えていきます。

神戸薬科大学は薬学部のみの「単科大学」です。
同じ夢や目標を持った仲間たちと、意欲的に勉強に励める環境が整っています。

神戸薬科大学の歴史は古く、神戸女子薬学専門学校として設立認可を受けて以来、
90年以上にわたり培われてきた信頼と実績が、
学生たちの日々の学習や就職、さらには卒業後の将来まで支えます。

「
研
究
重
視
」の
教
育
で
、

学
生
も
研
究
室
で
盛
ん
に
活
動
。

学
生
た
ち
が
精
力
的
に
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、

神
戸
薬
科
大
学
創
立
以
来
の
伝
統
で
、4
年
次
生
か
ら
全
員
が
研
究
室
に
配
属
さ
れ
ま
す
。

卒
業
後
、研
究
者
の
道
に
進
む
学
生
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

早
期
に
入
学
を
決
め
た
人
を
対
象
に
、

化
学
だ
け
で
は
な
く
物
理
等
、

薬
学
の
専
門
教
育
に
お
い
て

必
ず
必
要
と
な
る

エ
ッ
セ
ン
ス
を
抽
出
し
た
授
業
を

8
回
行
い
ま
す
。

初
年
次
教
育
を
意
識
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
、

入
学
後
の
学
び
が
ス
ム
ー
ズ
に
！

神
戸
大
学
の
医
学
部
や
甲
南
女
子
大
学
の
医
療
系
学
部
と
連
携
し
、

多
様
な
学
生
と
共
に
学
ぶ
場
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
む
中
で
、

視
野
を
広
げ
な
が
ら「
チ
ー
ム
医
療
」を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

キャンパスは、神戸の岡本にあります。
美しく静かな環境なのでひとり暮らしの学生にも住みやすく、
また、アクセスも非常に良いので、関西を中心にさまざまな場所から通えます。

医
療
人
と
し
て
の
姿
勢
や
社
会
で
求
め
ら
れ
る
思
考
力
、

課
題
解
決
力
な
ど
も
し
っ
か
り
育
む
の
が
神
戸
薬
科
大
学
の
教
育
で
す
。

学
生
た
ち
が
主
体
的
に
学
ぶ
授
業
や
実
習
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
医
療
の
現
場
、業
界
で
求
め
ら
れ
る
力
を
鍛
え
て
い
き
ま
す
。

学
生
が
自
分
の
理
想
と
す
る
未
来
へ
と
進
め
る
よ
う
に
、

こ
れ
ま
で
の
実
績
を
活
か
し
た
多
角
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、低
学
年
か
ら
就
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
豊
富
に
実
施
し
、

キ
ャ
リ
ア
意
識
を
高
め
て
い
く
の
も
、神
戸
薬
科
大
学
の
特
長
で
す
。

同じ志を持った仲間たちと

切磋琢磨できる単科大学ならではの環境。

薬のプロフェッショナルへと前進するための

医療人としての姿勢や思考力、

課題解決力を育む多彩なプログラム。

学生一人ひとりの学生生活を支え、

希望の就職先へ、

国家試験の合格へと導く取り組みの数々。

神戸薬科大学は、

薬学を学ぶ人のための大学です。

03  SHINYAKU SHINYAKU  04





薬
剤
師
国
家
試
験

［ 神戸大学との連携科目 ］［ 神戸大学との連携科目 ］

※選択科目
 … 科目名

神戸薬科大学で
学べること

カリキュラム
マップ教育の概要

▶  個々の学力に応じたクラスを編成（英語・数学）し、修学の進捗に沿った学習支援
▶  学びの定着の確認や、弱点を発見できる小テストの実施
▶  勉学、生活面を含めた指導や助言を行うクラス担任制

▶  4年次の薬学共用試験、5年次の長期実務実習（病院実習・薬局実習）、
   6年次の薬学教育の総仕上げへつながる学習環境を整備   

効率よく学習内容の
定着を図る

国家試験だけでなく
卒業後に生きる学び

薬学に興味を持って学べる低年次教育

1

国際化に対応する6年間の英語学習

※ドイツ語 ※中国語 ※韓国語 ※フランス語

早期体験学習 研究リテラシー

※実用薬学英語

基礎実習

サイエンティフィックリテラシー

［ 神戸大学との連携科目 ］※IPW（多職種協働）演習医療倫理学

基礎有機化学 基礎物理化学 医薬品化学実習 疾病予防学実習

衛生薬学実習 組織病理学実習

製剤学実習

薬剤学実習

※ワークスタディプログラム（インターンシップ）

※アドバンスト実践薬学演習

［ 甲南女子大学との連携科目 ］※在宅医療演習

卒業研究における論文研究

※アクティブ・ラボ

※実践薬学

病院実習・薬局実習 総合薬学講座Ⅰ・Ⅱ

教養教育科目・基礎教育科目の充実した学び

基礎科目（生物・物理・化学）
衛生薬学
医療薬学（薬理・薬物治療・薬剤・製剤）／臨床薬学

薬学英語

※グローバル薬学入門

薬学入門

医療コミュニケーション演習

卒業研究

科学的思考力・課題発見能力・問題解決能力及びコミュニケーションスキルを高める多様な学び

医療人としての倫理観と使命感を育成するヒューマニズム教育

地域保健・プライマリケア論

英語Ⅰ 英語Ⅱ 英語Ⅲ 英語Ⅳ

※海外薬学研修

国際交流・特別セミナー
年２回、海外の医療関係者（薬学部教授・
薬剤師・薬学研究者など）から、対面もし
くはオンライン形式のセミナーで医療事
情を学びます。

総合教育研究センター（支援部門）の取り組み 実際の臨床現場で薬剤師の役割を学習
オフィスアワー制度

病院・薬局での長期実務実習に向けた実務実習事前教
育や、薬学共用試験に対応した最新の設備があります。

総合教育研究センター（臨床部門）学習相談ルームステップアップ学習

学長をはじめ全ての研究室の教員が各専門分野について講義し
「薬学とは何か」に触れる授業。

全員が研究室に所属し、教員による直接指導や豊富なディスカッションを通して、高度な問題発見・
解決力を習得しながら、その研究における今後の展開方策を探る能力を磨いていきます。6年次に
は全員が「卒業研究発表会」で成果を発表します。

神戸大学医学部医学科・保健学科（4・5年次生）との混成チームによるグループワーク・演習です。
専攻の異なる両大学生でディスカッションを行い、問題解決の過程を体験的に学ぶとともに、相互
理解を深め、チームで協働する意義を理解します。

薬学部にはさまざまな研究領域があることを入学後早期から理解するために、1年次から3年次に
かけて研究室に所属して、研究活動を経験します。研究活動を通して、研究に対するモチベーション
を育みながら、薬学・医療の進歩に貢献できる思考力の基盤を養います。

１・２年次生、２・３年次生が同じクラスで課題に取り組む学年横断型の演習です。少人数でのグルー
プディスカッションなどを通して、論理的思考力やコミュニケーション力を習得します。縦のつながり
を意識することで、人間関係構築力を育みます。

医師や看護師、理学療法士などを目指す神戸大学医学部の学生たちとグループディスカッションや
医療現場への訪問学習を行い、「チーム医療」についての理解を深めていきます。

「８つの代表的な疾患」の模擬症例を題材に、症例と課題に
グループ別で取り組みます。1週間の日程でスモールグ
ループディスカッション（SGD）→レクチャー→ＳＧＤ→発表
を通じてそれぞれが課題の「解決策」を考え抜く演習です。 

3年次に選択科目として、海外在住または海外経験を持つ
薬学関係者から、オンライン・ビデオ形式で講義を受け国際
的な視野を広げていきます。

アリゾナ州ツーソン市、カリフォルニア州ポモナ市に約1週間滞在し、現地の薬局・病院の見学、大学での講義受講、薬学生と
の交流から学習する薬学研修を実施します。3～5年次生の選択科目として2コース中の1コースに参加することが可能です
（選考あり）。また、正課外として、アリゾナ大学薬学部と合同で12日間のタイ研修を行いました。神戸薬科大学では国籍や言葉
の壁を超えた交流を通じて国際的な視野を広げる機会を設けています。

6年次で開講している「総合薬学講座Ⅰ・Ⅱ」ではこれまで学んだ薬学的知識を
総まとめし、国家試験で必要な実践的な問題解決能力を修得することを目標
に講義を行っています。また、国家試験に向けて定期的な模擬試験やテスト
の実施、夏期講習、冬期講習、直前講習など多彩な対策を実施しています。

医療・薬学への導入

専任教員による学習支援を実施しています。勉学、生活面を含め
た指導や助言、相談を受け付けています。また、一人ひとりの習
得進度に応じた学習フォローを実施しています。

5年次から臨床現場を体験する長期実務実習が始まりま
す。長期実務実習では病院や薬局で働く医療従事者から、
実際の業務を通じて薬剤師の役割や使命を学びます。

薬
学
共
用
試
験（
C
B
T・O
S
C
E
）

高い専門性はもちろん、医療人に求められる姿勢や課題解決力　を段階的に育んでゆく6年間の学び。
1年次～3年次 4年次～6年次 4年次からの系統立てた学びの展開

薬学の基礎となる科目や
医療人としての心構えを学びます。 2 専門知識の基礎を固める

薬学の専門科目が増え、1年次後期に
続いて実習・実験が本格的にスタート。 3 専門知識を深める

薬学の専門知識をさらに深め
実習・実験を積み重ねます。 4 臨床の知識を学ぶ

医療系の科目が中心、
実務実習に備えた事前教育を展開。 5 臨床にかかわる

実務実習でスキルを高めるとともに、
卒業研究にも本格的に取り組みます。 6 薬学教育の総仕上げ

卒業研究の総仕上げを図るとともに、
薬剤師国家試験に備えます。

未来を拓く力

実務実習事前教育

PICK UP P.10 ※キャリアデザイン講座

薬学的症例解析演習 PICK UP P.11

PICK UP P.12

※初期体験臨床実習 PICK UP P.14

ロジカル思考演習 PICK UP P.13

基礎力と幅広い視野の育成

薬の専門家としての基礎力の育成

自己研鑽を続ける意欲の醸成

演習を繰り返すことで、基礎知識を
身につけ一歩ずつ進む学習支援です。

学習をキーワードに据えた
なんでも相談室。

少人数制補習を教養・
専門科目の科目担当教員が実施。

第111回薬剤師国家試験結果
本学
新卒合格率

既卒者含む
全国平均84.7% 68.5%
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　「3年生の先輩たちと『緩和ケア』をテーマに、ディスカッション
やプレゼンテーションに取り組んだことが強く印象に残っていま
す」と話す鈴木さん。学年混合のチームで緩和ケアにかかわる論
文を読み、さまざまな視点から意見を交わし、結論を導いて発表
を行ったそうです。「物事を多角的に捉え、答えを導き、それを正
しく伝える難しさを知る貴重な機会になりました」と語ってくれま
した。また、3年次生の豊富な知識や多面的な考え方に触れるこ
とで、学びへの意欲も強く刺激されたと言います。思考を重ね、伝
えるこの学びは、鈴木さんの成長を力強く後押ししています。

2年 鈴木 遥さん
愛知県 愛知高校出身

学年を超えた学びを通して、

多角的に考え、答えを導き、

伝える難しさを学ぶことができました。

Professional 05to the

　神戸大学との連携により、神戸薬科大学の1年次生
と神戸大学医学部医学科・保健学科の1年次生でチー
ムを編成して、関西各地の病院を訪問・見学。医師や
薬剤師、看護師をはじめとした理学・作業療法士等の
医療人と接することで、チーム医療の実際を知り、「多
職種間医療人協働（IPW）」を体験的に学びます。ま
た、病院での実習で学んだことや感じたことをもと
に、ディスカッション・プレゼンテーションを行い、発表
内容を学生相互で採点。学内外での濃密な学びを通
じ、医療人としての社会的使命や心構え、知識・技術を
習得する重要性を認識しながら、日々の学習に対する
意欲を高めていきます。

神戸大学の学生たちと学内外で学び、
医療人としての姿勢を培う。

早期体験学習
実務実習事前教育
病院実習
薬局実習

実習ベースの専門教育

STUDENT

Professional 04to the

　医療人には各分野の知識や技術だけでなく、他者
と協働しながら主体的に取り組む力が必要です。そこ
で神戸薬科大学では、読解力や課題解決力、論理的
思考力を養い、また、自らの考え方や意見をアウトプッ
トする能力を身につけることを目的とした「ロジカル
思考演習」を設けています。「科学」を中心に置いたさ
まざまなテーマのもとで少人数制によるディスカッ
ション・調査・分析を行い、その内容をレポートにまと
め、プレゼンテーションへと展開し、学生たちの能力を
実践的に高めていきます。また、プレゼンテーションで
は進行・評価・意見交換をすべて学生が主体となって
進めます。

　「多様な学生たちと課題に取り組むことで、『チーム医療』を多
角的に捉える視点が養われ、薬剤師が担うべきミッションについ
て、改めて考えることができました」と語る井上さん。初期体験臨
床実習を通して、専攻の異なる学生たちと学ぶことで、視野が大
きく広がったそうです。1年次から医療にかかわる幅広い分野に
目を向け、薬学を学ぶ意義を深く理解していくこと。その積み重
ねが、日々の学業に向き合う思いをより確かなものへと育ててく
れます。多様な出会いと学びを通して得た気づきは、井上さんが
医療人として大切にすべき考え方を示してくれました。

読解力や課題解決力、論理的思考力を
グループワークで鍛える。

医療コミュニケーション演習
海外薬学研修

5年 井上 亜紀さん
愛媛県立八幡浜高校出身

専攻の異なる学生たちと協力しながら

課題に取り組む中で視野が広がり、

学びへの意欲が強く刺激されました。

Inoue Aki

STUDENT

その他の
学び

その他の
学び

少人数制でコミュニケーション能力を高める

Suzuki Haruka
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神薬の今の学びって、どうですか？

卒業生に聞きました！

　ビジネスの現場では、課題を見つけて整
理し、周りの人と話し合いながら物事を進
めていく力が求められます。「ロジカル思考
演習」は、そうした力を学生のうちから実践
的に育んでいける貴重な機会だと思いま
す。また、議論を通して筋道を立てて考える
だけでなく、相手の立場を踏まえて意見を
伝える大切さや難しさを学べる点にも、とて
も魅力を感じました。

「ロジカル思考演習」について、どう思われますか？

　6年間
をより充

実したも
のにする

ために

は、早い
段階で

将来の
選択肢

を広く知
るこ

とが大切
です。病

院や薬
局で活

躍する薬
剤

師という
道に加え

て、企業
や研究

、行政な
ど

多様な分
野で薬学

の知識が
活かされ

ている

ことを知
るのは、

自分の
可能性

を見つ
め直

すきっか
けになり

ます。学
生のみ

なさんに

は、ぜひ
広い視野

を持って
、日々の

学業に励

んでもら
いたいと

思います
。

「未来
を拓く

力」につ
いて、

感想を
お願い

します
。

　薬学は、
化学や生物

学など多彩
な分野

を網羅的に
学ぶため、

その経験自
体が現

在の仕事に
おいて重要

な基盤とな
っていま

す。また、大
学時代の研

究で培った
一連の

知見や技術
、姿勢は、新

しいプロジ
ェクトに

取り組む際
に活きてい

ます。何より
、薬学と

いう医療に
近い分野を

学んだから
こそ今、

「医学的知
見と商品開

発を結びつ
ける橋渡

し役」を担え
ていると感

じています
。

現在活かさ
れていると

感じる、

神薬での学
びは？

　神経細胞の成長を調整する分子の働き
を研究していました。神経細胞は突起を伸
ばして情報の通り道をつくり、その伸び方
は周囲の分子に影響を受けます。そこで私
は、成長を助けるとされるコンドロイチン硫
酸に注目し、突起の伸び方にどうかかわる
かを検証しました。大学で培った探究心と
論理的思考は、日々の挑戦を力強く後押し
してくれる原動力になっています。

在学当時の研究について教えてください。

多様化する社会の中で活躍できる人を育てるために、
神戸薬科大学の学びは進化を続けています。
そこで今回、卒業生のみなさんに、
当時の学びや現在の「神薬の学び」について語っていただきました。

　病気を未然に防ぐ「予防医学」。その領域
で活躍しているのが、森下さんです。医学に
基づいたシャンプーなどの化粧品開発や、
AGAクリニックの診療メニュー開発などに携
わっています。「自分が関わった商品や治療
メニューが世に出ると、人々の生活を豊かに
する一助になれていると実感します」。そう語
る森下さんは、国内や海外の学会で年３・４
回、研究成果の発表も行っています。「AIを用
いた治療効果予測システムを開発し、その精
度を検証して海外の学会で発表しました。海
外の研究者から『参考にしたい』という声を
いただき、国境を越えて人々に貢献できる可
能性を感じました」と教えてくれました。そし
て今後の目標については、これまでの「1を
10にする」経験を活かし、今後は「０から1を
創り出す」存在を目指したいと森下さんは語
ります。国境や言語を越えて、予防医学の新
たな扉を開いていく彼女の挑戦から、目が離
せません。

アンファー株式会社
新規開発本部 研究開発部 研究開発課
2023年卒業
熊本県立熊本高校出身
森下 雅子さん

研究開発の現場から、
新たな価値を世界に発信していく。
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多
様
な
研
究
室

最先端の機材が充実

多数の受賞歴

本
気
で
研
究
に

取
り
組
め
る
環
境

医療の進歩に貢献する研究

　

医
療
の
進
歩
に
貢
献
す
る
数
多
く

の
研
究
室
が
設
置
さ
れ
て
い
る
神
戸

薬
科
大
学
。研
究
室
は
、「
健
康
を
知

る
・
病
気
を
知
る
・
薬
を
創
る
・
薬
を

使
う
」の
4
つ
の
視
点
に
分
類
さ
れ
、

さ
ら
に
21
も
の
専
門
分
野
に
細
分
化
。

薬
の
創
り
方
を
研
究
し
た
り
、副
作
用

に
着
目
し
た
り
、病
気
の
診
断
方
法
を

生
み
出
し
た
り
、幅
広
い
テ
ー
マ
が
扱

わ
れ
、そ
し
て
ど
の
研
究
も
最
先
端
で

す
。多
様
な
研
究
室
が
設
置
さ
れ
、薬

学
・
医
療
の
最
先
端
を
行
く
教
員
た

ち
か
ら
学
べ
る
こ
の
環
境
は
、神
戸
薬

科
大
学
な
ら
で
は
の
魅
力
で
す
。

　神戸薬科大学は、最先端の研究を支えるための機材や
機器が充実しています。各研究室には医療の発展に必要
な最先端の設備が整えられ、より精密な実験や分析を行う
ことができます。こうした環境のもとで日々の研究が推進さ
れ、新たな発見や技術につながっています。最先端の機材
を活用しながら、医療の未来につながる研究に取り組める
ことは、神戸薬科大学の大きな強みのひとつです。

　神戸薬科大学の多彩な研究室では、日々、医療・薬学を中心
としたさまざまな分野で最先端の研究が行われています。専門
分野ごとに高度な研究が進められ、その成果は医療の進歩に
大きく貢献しています。教員と学生たちが力を合わせて生み出
した新たな知見は、各分野で高い評価を得ています。神戸薬科
大学は医療の進歩を力強く支える革新的な研究拠点として、こ
れからも歩み続けます。

神薬オリジナル研究ノート
　神戸薬科大学で導入しているオリ
ジナルの研究ノート。卒業研究が始
まる４年次生一人ひとりに研究ノー
トが配られます。これから始まる卒業
研究への期待と不安。真っ白なノー
トは、毎日の研究成果でいっぱい
に。使いやすさはもちろんのこと、光
沢感もかっこいい研究ノートであな
たの研究が始まります。

　
「
研
究
重
視
」の
教
育
の
も
と
、学
生
た
ち
が
力

を
入
れ
て
研
究
に
取
り
組
め
る
環
境
が
整
っ
て
い

る
の
も
神
戸
薬
科
大
学
の
特
長
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、

創
立
以
来
の
伝
統
に
な
っ
て
い
ま
す
。学
生
た
ち
は

4
年
次
か
ら
研
究
室
に
配
属
さ
れ
、精
力
的
に
研

究
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。研
究
者
と
し
て
活
躍
す

る
卒
業
生
も
多
く
、ま
た
最
先
端
の
研
究
を
通
じ

て
専
門
的
な
知
識
や
技
術
だ
け
で
な
く
、日
々
の
研

究
は
医
療
人
・
社
会
人
に
求
め
ら
れ
る
課
題
解
決

力
や
思
考
力
を
鍛
え
る
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　教員たちが革新的な研究に取り組み、毎年さまざまな学会で
華々しい成果を上げ、多数の賞を受賞していることも神戸薬科大
学の大きな魅力です。さらに、学生たちも積極的に研究発表を行
い、その優れた研究も高く評価されています。こうした活躍は、神
戸薬科大学の研究水準の高さを示すものであり、次世代の研究
者を育成する環境が整っていることを物語っています。
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　「薬理学研究室」に所属し、「ペニシリン結
合抗原の作製とペニシリンアレルギーモデル
の作製」というテーマで研究に励んでいます。
数ある研究室の中から薬理学研究室を選ん
だのは、以前から興味のある「アレルギー」に
ついて、専門的に研究している点に魅力を感
じたからです。そして、この研究テーマを選ん
だきっかけは、過去に抗生物質のペニシリン
を服用した際にアレルギー症状が出たことで
す。「人の体を治すために使われる薬で、なぜ
体調を崩してしまうのか？」という疑問を抱き、
その仕組みを自分の手で確かめたいと考え
るようになりました。現在は、ペニシリンと結び
ついた物質を用いてマウスに免疫をつけ、再
び投与した際にどのようなアレルギー反応が
起こるのかを調べることで、体内で起きている
免疫反応の仕組みの解明に取り組んでいま
す。研究は思うように進まないこともあります
が、少しずつデータが集まり、分析を重ねなが
ら、答えに近づいていく過程そのものにも面
白さや奥深さを感じています。これからも丁寧
に研究と向き合い、一つひとつ積み重ねてき
た成果やデータを通して、薬物アレルギーに
悩みや不安を抱える人にそっと寄り添い、未
来を支える力へとつなげていきたいです。

　育てている細胞の状態を顕微鏡で確認することから、一日が
スタートします。その後はマウスを用いた実験に取り組み、得ら
れたさまざまなデータを整理・分析します。結果は先生に報告し
ながら考察を深め、研究ノートに丁寧に記録していきます。

　研究室でお弁当を食べることが多く、昼休みはほっと一息
つける大切な時間です。研究室内の先輩と交流する機会も多
く、和やかで楽しい時間を過ごしています。

　午後からは授業に臨みます。4年次生の授業の中では、特に
「漢方薬」の授業は興味深く、毎回新しい発見があるため、と
ても楽しみな時間です。

　授業の後は研究室に戻り、再び研究に取り組みます。細胞の
培養など、「一日置いて進める必要のある作業」を忘れずに行
い、次の日の実験につなげていきます。最後に、その日の実験内
容や気づきを研究ノートに記録して、一日を締めくくります。

薬
理
学
研
究
室

4
年 

大
西 

星
摩
さ
ん　

京
都
府 

京
都
女
子
高
校
出
身

ST
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E
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私
の
研
究
活
動

ペ
ニ
シ
リ
ン
結
合
抗
原
の
作
製
と
ペ
ニ
シ
リ
ン
ア
レ
ル
ギ
ー
モ
デ
ル
の
作
製

09:00 ●  登校

●  研究

●  昼休み

●  授業

●  研究

●  下校

09:30

12:35

13:35

17:20

18:00

薬
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の「
な
ぜ
？
」
を
、

解
き
明
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。
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主
な
受
賞
歴

第23回国際留学生
Young Investigator's
Second-place Award
Aga Krisnanda（医療薬学講座）

日本薬学会第145年会
学生優秀発表賞（ポスター発表の部）

日本薬剤学会第40年会
最優秀発表者賞

赤木 彩恵（薬剤学講座）
阿部 雄飛（微生物化学研究室）
伊藤 謙（医療薬学講座）
木村 美里（総合教育研究センター臨床部門）
関戸 愛梨（薬品物理化学研究室）

日本薬学会第145年会
学生優秀発表賞（口頭発表の部）
山脇 佑太（薬剤学講座）

出野 萌（製剤学研究室）

日本医療薬学会第8回
フレッシャーズ・カンファランス
優秀演題発表賞
木村 美里（総合教育研究センター臨床部門）

第18回日本緩和医療薬学会
年会優秀演題賞
横山 郁子 助手（地域連携サテライトセンター）

令和7年度日本緩和医療薬学会
優秀論文賞
殿垣 聖子（製剤学講座）

第23回有機合成化学協会
関西支部賞
山田 健 准教授（生命有機化学研究室） 

第8回日本核医学会分科会
放射性薬品科学研究会
第24回放射性医薬品・画像診断薬研究会
優秀発表賞
前田 亮（薬品物理化学研究室）

2025年度日本植物
バイオテクノロジー学会奨励賞
山田 泰之 講師（医薬細胞生物学研究室）

Carbohydrate Research JSCR44
Poster Award
小池 敏靖 助教（生化学研究室）

第75回日本薬学会関西支部総会・
大会優秀賞（ポスター発表）
井上 こころ（薬理学研究室）
岸野 彩花（薬品化学研究室）
小林 史佳（医薬細胞生物学研究室）
薦田 さつき（微生物化学研究室）
前田 亮（薬品物理化学研究室）
森島 陽香（微生物化学研究室）







神薬の今の学びって、どうですか？

卒業生に聞きました！

　病院で日々業務を行う中では、疑問や課
題が次々と生じ、薬剤師にはそれらに対応
しながら、ときには新しいエビデンスを生み
出していく姿勢も求められます。物事を整
理しながら考える力や、チームで協働しつつ
問題解決に取り組む力を養える「ロジカル
思考演習」は、日々の判断や意思決定の質
を高める点でも、その意義は非常に大きい
と思います。

「ロジカル思考演習」について、どう思われますか？

　私にと
って「未

来を拓く
力」とは

、与えら
れ

た未来
を待つの

ではなく
、自分や

周囲の
現

実を主体
的に変

えていく
力だと考

えていま

す。低学
年のうち

からキャ
リアにつ

いて考え

る経験は
、可能性

を広げ、
主体的に

行動する

姿勢を育
てます。

こうした
キャリア

教育は、
自

分にとっ
てよりベ

ストな将
来を拓く

ために

も、とて
も重要な

取り組み
だと思い

ます。

「未来
を拓く

力」につ
いて、

感想を
お願い

します
。

　医薬品の
開発は日進

月歩で進ん
でいる

ため、常に
新しい知識

を学び続け
る姿勢が

大切です。
そのような

背景の中で
、学生時

代の学びで
特に活かさ

れていると
感じるの

が、「好奇心
」と「自主性

」です。授業
や実習

を通して、自
ら疑問を持

ち、調べ、考
える習

慣が身につ
いたことで

、未知の薬
剤や治療

法に直面し
ても前向き

に取り組め
るように

なりました。

現在活かさ
れていると

感じる、

神薬での学
びは？

　実践力を養ううえで、非常に重要な取り
組みだと感じました。臨床の現場では、患
者さん一人ひとりで病態や背景が異なるた
め、検査データや薬剤情報を総合的に評価
し、最善の選択を考える視点が欠かせませ
ん。また、医療現場では多職種が議論を重
ねながら治療方針を検討していることか
ら、学生の段階から多角的な視点を養える
点は、とても魅力的です。

「薬学的症例解析演習」はどうでしょうか？

多様化する社会の中で活躍できる人を育てるために、
神戸薬科大学の学びは進化を続けています。
そこで今回、卒業生のみなさんに、
当時の学びや現在の「神薬の学び」について語っていただきました。

　「病院薬剤師として歩んできた道を振り返
ると、気がつけば20年以上が経ちました。10
年ほど前からは、がん治療を中心に医療の
現場に立っています」。そう語る髙取さんは、
現在、抗がん剤のミキシング業務と服薬指導
の中心を担っています。化学療法室では通院
治療を受ける患者さんへの指導が多く、副作
用への不安に寄り添いながら、治療内容や
薬の作用について丁寧に説明し、安心して治
療に臨めるよう支えています。「医師や看護
師などの多職種とディスカッションを重ねる
中で、患者さんの状態が改善したときにはと
てもやりがいを感じます」。と話す髙取さん。
カンファレンスの場で薬剤師の意見が重要
な役割を担うようになる中で、「がん医療の
現場で、薬の専門家として果たすべき役割」
を次の世代へと伝えていきたいと語りまし
た。髙取さんの医療に対するその真摯な姿
勢は、これからも多くの患者さんの支えと
なっていくでしょう。

社会福祉法人恩賜財団
大阪府済生会中津病院
病院薬剤師
薬剤部 製剤室長
2003年卒業
兵庫県立尼崎稲園高校出身
髙取 秀人さん

薬のスペシャリストとして、
がん治療の最前線に立っています。
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大
阪
府
済
生
会
中
津
病
院
で
は
、

神
戸
薬
科
大
学
卒
業
生
が
多
数
在
籍
し
、

チ
ー
ム
医
療
の
一
員
と
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
現
場
を
支
え
て
い
ま
す
。

page
13

page
11

page
10

27  SHINYAKU SHINYAKU  28



about Student Support Section

about  Student Support Section

about Student Support Section
about  Student Support Section

　ガクチ
カと自

己分析
がポイン

トになっ

たと思い
ます。軽

音楽部
では大

人数を
ま

とめてイ
ベントを

開催し、
ベンチャ

ー企業

に勤め
る先輩

から資
金調達

も行い
まし

た。学習
塾のアル

バイトで
はリーダ

ーとし

て退塾
数削減

に取り
組み、営

業数値
の

分析に
もかか

わりまし
た。さら

に、趣味
の

料理で
も時間

をかけて
突き詰め

る日々を

通して、
何事に

も粘り
強く向き

合う姿
勢

が自分
の強み

だと気
づきまし

た。こう
し

た経験
で培っ

たガク
チカと

自己分
析の

成果を
具体的

に伝えら
れたこと

が、評価

につな
がったと

実感して
います。

面
接
や
採
用
試
験
で
は
、

何
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
か
？

　薬局実習を通して調剤業務の重要性を学ぶ一方で、「自分には別の形で医療にかかわる道があるのではないか」と考えるようになりました。また、病院実習では、医師からの質問に的確に答えられた経験から、薬学の専門性を活かして医療に貢献することに魅力を感じました。さらに、学習塾でのアルバイトではリーダーとして改善や成果分析を担い、戦略的に物事を進める面白さを実感しました。こうした経験から、知識と戦略の両面で医療を支える学術職を志望するようになりました。

きっかけは何ですか？

その進路を選んだ理由や

学
生
支
援
課

学
生
さ
ん
に
お
聞
き
し
ま
す
。

卒業生の主な就職先

※複数名以上の就職
実績がある等の企業

一覧

※50音順に記載

【企業】
IQVIAサービシーズジ

ャパン／アステラス製
薬／ア

ルフレッサ／イーピー
エス／エーザイ／大塚

製薬／

小野薬品工業／科研
製薬／協和キリン／沢

井製薬

／参天製薬／塩野義
製薬／シミックホール

ディン

グス／新日本科学PP
D／住友ファーマ／大

鵬薬品

工業／第一三共／中
外製薬／テルモ／東

和薬品

／日本イーライリリー
／ファイザー／藤本化

学製品

／持田製薬／リニカル
／ロート製薬

【公務員】
石川県警察本部 科学

捜査研究所／石川県
職員／

大阪市職員／神戸市
職員／厚生労働省 麻

薬取締

部／静岡県職員／奈
良県職員／兵庫県職

員／広

島県職員

【病院】
明石医療センター／明

石市立市民病院／赤
穂中央

病院／尼崎中央病院
／医誠会国際総合病

院／

NHO 近畿グループ／
大阪医科薬科大学病

院／大

阪けいさつ病院／大
阪大学医学部附属病

院 薬剤

師レジデント／大阪府
済生会吹田病院／大

阪公立

大学医学部附属病院
／大阪府立病院機構

／川崎

学園／北野病院／協
和会／倉敷中央病院

／甲南

医療センター／神戸掖
済会病院／神戸大学

医学部

附属病院／神戸市立
医療センター中央市民

病院／

国立がん研究センター
中央病院 薬剤師レジ

デント

／国立循環器病研究
センター病院 薬剤師

レジデン

ト／堺市立総合医療
センター 薬剤師レジ

デント／

市立東大阪医療セン
ター／市立ひらかた

病院／

JCHO 大阪病院／住
友病院／長久病院／

近森病

院／ツカザキ病院／
鳥取大学医学部附属

病院／

春江病院／姫路聖マ
リア病院／姫路中央

病院／

姫路赤十字病院／兵
庫医科大学病院／広

島市立

病院機構／淀川キリ
スト教病院／洛和会

ヘルスケ

アシステム／りんくう
総合医療センター／西

宮渡辺

病院

【薬局】
アインホールディング

ス／アイセイ薬局／ア
カカベ

／アルカ調剤薬局／イ
オンリテール／ウィー

ズ／ウ

エルシアホールディン
グス／MCCマネジメン

ト／カ

イセイ薬局／キリン堂
／クオール／クスリの

アオキ

／クリエイトエス・ディ
ー／コクミン／ココカ

ラファイ

ンヘルスケア／コス
モス薬品／ゴダイ／

サエラ薬

局／サンドラッグ／ス
ギ薬局／総合メディカ

ル／た

んぽぽ薬局／なの花
薬局／日本調剤／フ

ァーマ

シィ／ぼうしや薬局／
メディカル一光／ゆう

薬局グ

ループ

　学生支援課の倉部さんには、最終面接
まで手厚くサポートしていただきました。
何度も相談に乗ってくださったおかげで、
面接練習だけでなく企業研究や自己分
析も深く進めることができました。特に倉
部さんからの「なぜこの企業なのか？他
社との違いは何か？」といった本質的な
質問を通して、自分の考えを言語化し、面
接での回答を磨くことができました。ま
た、不合格だった場合の次の選択肢まで
考えてくださるなど、親身に支えてくださ
り本当に心強かったです。

卒業生の就職先一覧
（直近3年）※

パンフレットコーナー
　学生支援センター前の廊下に
は、病院や薬局、企業のパンフ
レットが並びます。進路選びの
参考になる情報を自由に手に取
ることができます。 相談ブース

　パーテーションで区切られた
ブースで、周囲を気にせず落ち
着いて相談できます。就職活動
の悩みや不安も安心して話せる
環境が整っています。

プライベートボックス
　近年増えてきたWEB面接を
想定して、二部屋の「プライベー
トボックス」を設けています。
WEB面接に向けても、しっかり
と練習を重ねられます。

　皮膚科や整形外科の領域で強みのある製薬会社で、「学術職」として就職します。学術職とは、医薬品をより良く使っていただくために情報を集め、戦略を立てて医師やMRへ正しい知識を届ける仕事です。MRが医療関係者のニーズに合った情報提供をできるよう指導・サポートを行うことも重要な役割です。さらに、医師向けセミナーの企画運営や営業支援を通じて医療現場を支えます。医薬品やマーケティングに関する幅広い知識を活かして医療に貢献できる、やりがいのある仕事です。

　学術職として、製薬
会社と医療現場をつ

なぐ

架け橋となり、医師や
MRに必要な情報を分

か

りやすく届けることで
、医療に貢献していき

た

いと思います。そのた
めにも、学生時代と変

わ

らない姿勢で真摯に
学び続け、医薬品に

関す

る専門知識をさらに
深めていきたいです

。また

将来的には、自分が
支えていただいた経

験を

活かして、神戸薬科大
学の後輩たちが自分

ら

しい進路を見つけら
れるよう、キャリア支

援に

も関わっていきたいと
考えています。

　学内での就職イベントが充実している点に、とても魅力を感じました。イベントには薬学生を求めている病院や薬局、企業が多く参加するため、自分に合った志望先と出会うことができます。また、学生支援課の職員さんが丁寧にサポートしてくださるのも、大きな魅力のひとつだと思います。職員さんと学生との距離がとても近く、予約なしでも気軽に相談できます。そのため、ひとりで悩みを抱え込むことなく、安心して前向きに就職活動に取り組むことができました。

就
職
活
動
で
は

ど
ん
な
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
ま
し
た
か
？

就
職
活
動
を
成
功
さ
せ
る
秘
訣
は
？ 

神
薬
の
就
職
サ
ポ
ー
ト
の
強
み
や
魅
力
は
？

学
生
支
援
課 

倉
部 

課
長

　

い
ろ
ん
な
質
問
を
し
て
み
ま
し
た
。

6
年 

鶴 

竣
平
さ
ん

一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
お
答
え
し
ま
し
た
。

卒業後の進路
を教えてくださ

い。

卒業後の抱負
や目標を教え

てください。

なんだと思いますか？

神戸薬科大学の就職サポートの魅力は

か
  ら

内
定
を
つ
か
ん
だ
鶴
さ
ん
へ
、

「
就
職
活
動
」を
テ
ー
マ
に

こ
れ
ま
で
の
学
生
生
活
と
、

就
職
活
動
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

福
岡
県
立
筑
紫
丘
高
校
出
身　

科研製薬株式会社
学術職内定

97.6%
※2026年3月卒業生

の3月1日時点の進路
決定率

長年の実績と卒業生
たちの履歴が

「高い進路決定率」を
実現。

　学生支援課には、こ
れまでの卒業生たち

が残し

た「面接時の質問内容
」や「筆記試験の内容

」が保

管されています。神戸
薬科大学の高い就職

率は、こ

の学生たちに最大限
に寄り添った丁寧な指

導と実

績の賜物です。

進路決定率

内定先

※学術職は2026年4月より「製品価値企画職」へ名称変更
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OPEN CAMPUS
　春・夏・秋のシーズンごとにテーマが決められ、学生スタッフたちによ
る案内のもとで、キャンパスを巡ってみたり、先輩や先生たちが実際に
研究をしている研究室を見学してみたり、さらには模擬講義を受けてみ
たりと多彩なプログラムをご用意。スタッフによる相談コーナーも実施し
ていますので、入試のこと、キャンパスライフのことなど、気になることは
何でも質問してみてください。

19SUN
4 2SUN

8 8SAT
8 9SUN

8 11SUN
10

開催時間／いずれも10：00～16：00 ひ神 ら
薬 けで !

プログラム内容は異なります。
当日のスケジュールにつきましては、
ホームページでご確認ください。

学長 北川 裕之

　神戸薬科大学は創立90年を超え、これまでに輩出した２万人に上る卒業生は、薬学や医療の各領域で活躍
しています。社会が求める人材像や能力は時代環境により異なりますが、特に現在は変化の激しい時期にあり、
社会が求める人材像が大きく変化しています。そのため、本学は「現在」だけでなく「未来」の社会で活躍できる
「素質」を育成するための教育環境づくりを進めています。高度な薬学の知識修得だけにとどまらず、変わりゆ
く社会の中で新たな課題を設定し対応する能力を育むために、4つの基礎的能力「主体性」「行動力」「課題発
見力」「答えのない課題に取り組む力」の育成に重点を置き、2022年度には新たな教育カリキュラムの構築、
2024年度には新教育棟の開設とキャンパス全域をカバーする高速Wi-fiネットワークを整備しました。時間や空
間にとらわれることなく教育を展開できるオンライン環境と、神戸薬科大学というリアルな「場」と、教職員と在
学生が一丸となって作り出す「コミュニティ」で、一人ひとりの学生に働きかけ、継続的で主体的な学びの実現
を目指します。そして「大学の理念」でもある「教育と研究の両立を基盤とした大学教育」をさらに推進し、薬学・
医療の各領域でリーダーとなり、変革を起こすことのできる人材を育成してまいります。

答えのない課題に取り組み、解決へと導く力を養成するために。

〒658-8558 神戸市東灘区本山北町4-19-1
［ 入試部入試広報課 ］ TEL：078-441-7691
［ HP ］ https://www.kobepharma-u.ac.jp/

神戸薬科大学の理念

ディプロマ・ポリシー （学位授与の方針）

カリキュラム・ポリシー （教育課程編成・実施の方針）

社会に大きく開かれた大学であることを意識し、
創立以来の伝統である教育と研究の両立を基盤としながら、
医療人としての使命感と倫理観を十分に理解し、高度な薬学の知識を身につけた薬剤師、
並びに教育・研究者を養成すること、さらに地域の医療と環境問題に目を向けて
健康の維持・増進にも貢献できる拠点となること

本学のディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）に基づいて、「薬学教育モデル・コアカリキュラム」に準拠した科目
と本学独自の科目を体系的に編成し、講義、演習、実習を適切に組み合わせた授業を開講する。本学の教育課程
では、その授業科目を基礎教育科目、教養教育科目及び専門教育科目に分ける。各授業科目は、必修科目及び選
択科目に分け、これを各年次に配当して編成する。
全ての授業科目にGIO（一般目標）と複数のSBOs（到達目標）を定める。これらのSBOsを達成することによりGIO
に到達し、ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）を実現する。

1. 医療を担う薬の専門家として相応しい薬学に関する十分な知識、技能を有すること。
2. 薬学・医療の進歩と改善に貢献できる科学的思考力、課題発見能力、問題解決能力を有すること。
3. 医療人として相応しい倫理観と使命感を有し、患者や生活者の立場に立って行動できること。
4. 医療人に必要なコミュニケーション力を有すること。
5. 地域の医療、環境衛生に貢献できる幅広い知識と見識を有すること。
6. 生涯にわたって自己研鑽をし続ける能力と意欲を有すること。

幅広い視野を身につけるための教養教育科目、「薬学教育モデル・コアカリキュラム」に準拠した薬学基礎系科
目及び医療系科目を系統的に編成し、実施する。
医療人としての倫理観と使命感を育成し、患者・生活者本位の視点を身につけるための科目を編成し、実施す
る。
地域の保健や医療に貢献できる知識と実践的能力を養成し、近隣大学や地域の医療機関との連携に基づく
チーム医療教育を充実し、実施する。
研究マインドを涵養し、生涯にわたって自己研鑚を続け、後進を育成する意欲と態度を有する人材の養成を図る
ため、薬学臨床科目、薬学研究科目を編成し、実施する。
生涯学習に対する意欲を醸成するために、薬剤師生涯研修事業を取り入れるなど、特色ある薬学教育アドバン
スト科目を編成し、実施する。
本学独自科目をシラバスに明記し、履修モデルをもとに目指すキャリアを明確にする。
高等学校から大学への円滑な接続ができるよう、初年次教育を充実させ、習熟度に配慮したクラス編成を取り入
れた科目を編成し、実施する。
科学的思考力、課題発見能力、問題解決能力及びコミュニケーションスキルの育成を図るため、
PBLやSGDなどのアクティブ・ラーニングを取り入れた少人数教育科目や統合教育科目を編成し、実施する。
ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）に掲げる薬剤師に必要な知識、技能、態度を評価する。
①「薬学教育モデル・コアカリキュラム」に準拠した科目と本学独自の科目の評価
②実務実習の評価　③卒業研究の評価

教育目標

アドミッション・ポリシー （入学生像）

1.広い視野を持ち社会に貢献できる高度な薬学の知識と技能を修得すること
2.医療人としての使命感と倫理観を涵養すること
3.科学的思考力及び問題の主体的解決能力を修得すること
4.これからの医療と環境を正しく理解し、健康の増進に貢献できる知識を修得すること
5.医療人として相応しいコミュニケーション能力を修得すること

本学では、その理念、教育目標、ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）及びカリキュラム・ポリシー（教育課程編成・
実施の方針）のもと、医療人としての使命感と倫理観を十分に理解し、社会に貢献する為に高度な薬学の知識と技
能を修得できる資質と協働性をもった、次のような人を求めています。

求める人物像
1.自然科学を深く学ぶ意欲と能力を有している人物
2.高等学校までに学ぶべき事項を幅広く修得している人物
3.本学での学習を通してこれからの社会で通用する実力及び医療人に必要なコミュニケーション力を身につけ、将来、
   薬学、医療、及び関連する分野で活躍したいという強い意志と意欲を持つ人物
求める人物像における具体的な項目について記載し、このような入学者を適正に選抜するため多様な選抜方法を実
施します。

関心・意欲・態度・探究心
自然科学（特に薬学及び関連分野）に強い関心と学ぶ意欲を持ち、生命・健康・医療に関する諸問題に対して探究
心を身に付け、活躍、貢献したいという意志を持つ人物
知識・教養
薬学の専門分野を学ぶために、入学後の学修に必要となる理科、数学に加え、英語等の基礎学力を有している人物
思考力・判断力
これまでの知識をもとに、思考を深めながら適切に判断できる人物
表現力・コミュニケーション力
自分が伝えたいことを相手に表現できるだけでなく、相手の表現を正しく理解し、コミュニケーションできる人物
協働性
問題解決のために、いろいろな分野の人と協力して活動できる人物

＊ 高等学校で学ぶべき具体的な内容
（試験科目より）
理科「化学基礎・化学」「生物」「物理」の基礎的な知識と科学的に探究する姿勢
数学「数学Ⅰ」「数学Ⅱ」「数学A」「数学B」「数学C」の基礎的な知識と論理的思考力
英語「英語コミュニケーションⅠ」「英語コミュニケーションⅡ」
「英語コミュニケーションⅢ」「論理・表現Ⅰ」「論理・表現Ⅱ」「論理・表現Ⅲ」の基礎的な
読解力・表現力・コミュニケーション力・論理的思考力

（試験科目以外）
国語 様々な文章の読解力と自分の伝えたいことを表現できる基礎的な文章力
公民 倫理における基礎的な内容の理解
特別活動及び課外活動等を通した自主性、協調的な態度や思いやりと奉仕の心

所定の単位を修得し、薬剤師に必要な以下に掲げる知識、
技能、態度を備えた学生の卒業を認め、「学士（薬学）」の学位を授与する。

●

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

神戸薬科大学には「さらなる学びの場」も充実。

地域連携サテライトセンター
（神戸市・住吉）

エクステンションセンター
（センター開催「卒後研修講座」）

神戸薬科大学では社会で活躍する薬剤師からの期待とニーズに応えるため
高水準の薬学教育を始めとする多様な学びの場を提供し、
社会で活躍する薬剤師の資質向上と生涯研鑽に寄与しています。

薬
学
研
究
基
盤
形
成
教
育

 ﹇
1
年
次
﹈

創薬・育薬コース

臨床薬学コース

大学院 博士課程（4年制）カリキュラムイメージ

【サポート制度】 RA制度（Research Assistant）

神戸大学大学院
特 論

単位互換科目

医師・看護師との協働の下、薬
物治療に参画できる人材へ

先端的薬学研究を指導的立
場からリードできる人材へ

進学 神戸薬科大学大学院 生涯学習

● 薬学課題研究

● 薬学演習
（あるいは薬学臨床研修）

● 薬学臨床研修

● 薬学演習
（神大病院）コース特論科目

大学教員の研究補助者として雇用される大学院生のこと。
手当を支給し、研究補助業務を通じて若手研究者としての研究遂行能力の育成を図ります。

コース特論科目

総説講演〈年1回〉

学
位
論
文
作
成・発
表

学部で積み上げた知識や研究成果を
さらに進化させる高等教育の場として、大学院薬学研究科を設置しています。

President Message

撮影のウラ側！
ラジオで聞けちゃいます

もっ
と！

最新情報はコチラから

全国各地で開催！ さまざまな疑問を解消します！
　進学相談会では、学生生活・学生支援・入試情報や出願方法等について、さまざまな質問に本学の教職員が直接お答えします。
神戸薬科大学をより深く知るため、疑問や分からないことを解消するための機会として、全国各地で開催しております。ぜひご来場ください。

進 学 相 談 会
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	神戸薬科大学2027年度_P21-P22_研究室のここがすごい_再入稿
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